
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はじめまして。『月潟住民バス便り』です。

このお便りでは、月潟住民バスなど、月潟

地区における公共交通の話題を不定期で

お届けしていきます。 

平成 27年 8月発行  

月 

月潟住民バス便り 
発行：月潟生活交通運行協議会 

月 

月潟住民バス路線図 

平成２１年度末、区バス西部

コースが廃止となりました。こ

れを受けて、平成２２年度より

月潟・味方の地域住民が「バス

路線を守ろう」と住民バスの運

行を開始しました。 

住民バス路線を維持するた

め、これまで「３便から２便へ

の減便」「運賃を２００円から

300 円への値上げ」「月潟地区

住民による負担※」などの収支

改善の取組みを行いながら、現

在の運行体系となっています。 

月潟住民バスの運行は、

住民の「地域のバス路線

を守ろう」という熱意か

ら始まったんだよ！ 

【データ】 
大人運賃      片道３００円 
運行距離     片道１５．４km 
H26年度利用者   １，９９１人 
※木滑下～東長嶋上、大別當上～千日は

フリー乗車区間 

※平成２７年度に入り、市の住民バス強化
策の一環として補助率が改定され、月潟
地区での住民負担はなくなりました。 

皆さん、「月潟住民バス」に乗ったことが

ありますか？ 

「月潟住民バス」は、平日に１日１往復、月潟地区

と区中心部とを結び、月潟地区の生活交通を確保し

ている乗合バスです。主にご高齢の方、車を運転し

ない方の通院・買い物などの移動手段、大切な「生

活の足」として利用されています。 

月潟住民バス時刻表 

月潟住民バスの歴史 

月潟住民バスは新潟市の補助金を受けて運行しています。 

月 



月潟住民バスは、コミュニティ協議会、自治連合会、

社会福祉協議会、民生・児童委員、老人クラブ、Ｐ

ＴＡが協議会メンバーとなり、運営しているんだ！ 

市内各地で、

住民の手で住

民バスが運営

されているん

だよ！ 

「路線バス」「区バス」ではなく「住民バス」であることのメリットは？ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月潟住民バスの現状は？ 
月潟住民バスの利用者はここ数年横ばいで推移してきましたが、平成２７年度に入り、
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「住民バス」とは、公共交通が空白となっていたり、不便な地域などにお

いて、地域の住民が主体となって運営し、生活交通を確保している乗合バス

のことです。そのため、地域のニーズを直接反映した運行計画にできるメリ

ットがあります。 

現在、南区の「月潟住民バス」をはじめ、北区の「おらってのバス」、江南

区の「カナリア号」「横バス」、中央区の「にこにこ号」、西区の「コミュニテ

ィ佐潟バス」「坂井輪コミュニティバス」など、市内の各地で、地域住民が主

体となって住民バスが運行されています。 

第一四半期（４－６月）月潟住民バス利用者数 

利用者が減り続

けると住民バス

の運行収益が悪

化して、運行が続

けられなくなっ

てしまうかも・・。 

なんとかしなく

ちゃ！ 

将来的に運転免許返納などにより、車を運転しない方が

増えることを考えると、バス路線の維持はとても大切なこ

とと言えます。病院でのアンケート調査でも「今はバスを

利用していないが、将来的に車を運転できなくなれば、バ

スのお世話になるので、無くなるのは困る」との声も多く

いただきました。バスが必要になった時に、バスが無くな

っているという事態は避けなくてはなりません。 

そのためにも、 

「バスに乗ることでバスを守る」 
ことが大切です。普段は住民バスに乗らない方からも、た

まにでも、少しでも、月１回でも、実際に住民バスに乗っ

ていただくことが、地域のバス路線を守ることにつながり

ますので、ご協力の程よろしくお願いいたします。 

 

たまにでも、少しで

もバスに乗ること

で、地域の「住民バ

ス」路線を守ろう！ 

＜月潟住民バスに関するお問合せ＞ 
月潟生活交通運行協議会事務局 新潟市南区白根１２３５（南区役所内）電話 025-372-6605 


